
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【請求項２】
セルロース繊維８０％、アクリル繊維（２０－α）％、熱溶融性熱可塑性繊維α％（但し
α０～１５）からなり、目付が１００ｇ／ｍ 2以上であるハロゲンを含まない繊維ウェブ
を、リン系難燃剤を添加したハロゲン無含有の熱可塑性樹脂を主体とするバインダーで結
合してなり、圧力圧損が６０Ｐａ以下であることを特徴とする非ハロゲン難燃・耐熱フィ
ルター。
【請求項３】
熱溶融性熱可塑性繊維がＰＥＴ繊維である請求項１ 記載の非ハロゲン難燃・耐熱フ
ィルター。
【請求項４】
ハロゲン無含有の熱可塑性樹脂がポリアクリル酸エステル又はその誘導体、ポリウレタン
樹脂又はその誘導体、ジエン系ゴムラテックス、ポリプロピレン及びポリエチレン誘導体
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セルロース繊維１０～８０％、アクリル繊維（９０－α）％～（２０－α）％、熱溶融性
熱可塑性繊維α％（但しαは０～１５）からなる目付５０～１００ｇ／ｍ 2のハロゲンを
含まない繊維ウェブであって、セルロース繊維の混率Ｃ％が目付数Ｗｇ／ｍ 2に対しＣ≧
１．４Ｗ－６０である繊維ウェブをリン系難燃剤を添加したハロゲン無含有の熱可塑性樹
脂を主体とするバインダーで結合してなり、圧力圧損が４０Ｐａ以下であることを特徴と
する非ハロゲン難燃・耐熱フィルター。

又は２



、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリアセタール、ＥＶＡから選ばれた単体又
はその混合物である請求項１，２ 記載の非ハロゲン難燃・耐熱フィルター。
【請求項５】
リン系難燃剤がフォスフォン酸エステル、燐酸グワニール尿素、リン酸グアニジン系、ト
リス（２カルバモイルエチル）ホスフィン、トリス（２カルバモイルエチル）ホスオキサ
イド、ポリリン酸アンモニウム、リン酸尿素、アルキルホスフェイトから選ばれたいずれ
か又はその混合物であり、完成フィルターの重量に対しリン（Ｐ）の量が１．０％以上付
加された請求項１、２、 記載の非ハロゲン難燃・耐熱フィルター。
【請求項６】
リン系難燃剤がフォスフォン酸エステルとリン酸グアニジン系との混合物である請求項
記載の非ハロゲン難燃・耐熱フィルター。
【請求項７】
熱可塑性樹脂を主体とするバインダー組成に熱硬化性樹脂及び架橋剤としてメラミン系、
マレイン酸誘導体、クリジルエーテル系より選ばれた１種又は２種以上を添加する請求項
１～ の何れかの項に記載の非ハロゲン難燃・耐熱フィルター。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は気体又は気流中の粒体もしくは煙などのコロイド微粒子を捕集するフィルターの
改良に係り、詳しくはレンジフード、換気扇フィルターを始め、特に火炎や電熱ヒータと
の熱源に近接した用途に実用される非ハロゲン難燃・耐熱フィルターに関するものである
。
【０００２】
【従来の技術】
従来、一般に難燃性や耐熱性をもつフィルターとしてはポリクラールや難燃アクリル、難
燃性レーヨンその他難燃合成繊維からなるウェブや、各種の繊維からなるウェブに難燃性
のバインダーや、更にバインダーに難燃剤を添加したものが数多く実用されている。
そして、これらの多くは難燃化の手段として一般に塩素系その他のハロゲン系の難燃剤が
多く用いられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上記ポリクラール繊維あるいは難燃アクリル繊維を主体としたフィルターの多
くは塩素系成分や改質材を含んでおり、また、難燃セルロース繊維を主体とする繊維ウェ
ブを難燃性熱可塑性樹脂により結合したフィルターにおいては、熱風や炎にさらされた時
に煙を多く発生する問題があり、かつこれらには塩素含有の組成をもつものが多くみられ
る。
しかも、上記難燃化手段として用いられているハロゲン系難燃剤などは最近、社会問題と
して採り上げられている環境汚染の原因となる可能性を含んでいる。
【０００４】
そこで、上述の如き問題に対処し、これを解決すべく本発明者らは種々の検討を重ね、そ
の結果、通常のフィルターとしての濾過性能をもち、かつ難燃、耐熱の性能は所定の基準
を満たし火炎との接触によって部分的に燃焼することによる燃焼気体中には全く塩素を含
まないこと、即ち、これまでに使用された塩素その他のハロゲン系難燃剤及びこれらを含
む改質繊維あるいはバインダーを全く使用しないフィルターの開発をはかることを課題と
し、フィルターが炎に曝されてもフィルター自体自己消火すると共に、発生する煙にハロ
ゲンガスを含まず、環境に悪影響を及ぼさないフィルターを提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的に適合し、その課題を解決するための本発明は、塩素など、ハロゲンを全く含有
しない素材の組み合わせによるフィルターの製作を基本としてウェブ素材、バインダー及
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び難燃剤等の成分を選択した。
即ち、ウェブ素材としてはセルロース繊維、アクリル及び必要に応じポリエステル等、在
来の汎用素材の中からハロゲンを含まないファイバーを選択した。
またバインダーは用途性能に応じて多様な選択があるが、主として水溶性又は水分散性の
汎用バインダーの中でハロゲンを含まない材料を用いた。
また、難燃剤としてはリン系化合物に限定し、前記ウェブ素材の構成に適合する加工剤を
選択した。
【０００６】
かくして本発明はセルロース繊維１０～８０％、アクリル繊維９０－α％～２０－α％、
熱溶融性熱可塑性繊維α％からなるハロゲンを含まない繊維ウェブを素材とし、これをリ
ン系難燃剤を添加したハロゲン無含有熱可塑性樹脂を主体とする樹脂で結合し、圧力圧損
を４０Ｐａ以下に形成せしめたフィルターを特徴とする。
【０００７】
　 特に繊維ウェブの目付が５０ｇ／ｍ 2～１００ｇ／ｍ 2の場合 付に
応じてセルロース繊維の混率を増加することが望ましく、セルロース繊維の混率をＣ％と
するとき目付数Ｗｇ／ｍ 2に対しＣ≧１．４Ｗ－６０の範囲とすることが である。
【０００８】
　請求項２は繊維ウェブの目付が１００ｇ／ｍ 2以上の場合で、この場合には

セルロース繊維を８０％含み、アクリル繊維（２０－α）％、熱溶融性熱可塑性繊維
α％（但し、αは０～１５）からなるハロゲンを含まない繊維ウェブとし、これをリン系
難燃剤を添加したハロゲン無含有の熱可塑性樹脂を主体とするバインダーで結合させるこ
とが好適である。
【０００９】
ここで、上記熱溶融性熱可塑性繊維としては、ハロゲンを含まない繊維であり、通常、ポ
リエステル繊維（ＰＥＴ繊維）が用いられる。
この繊維は０～１５％の繊維で配合するのが良好である。また、バインダーとしては熱可
塑性樹脂がポリアクリル酸エステル又はその誘導体、ポリウレタン樹脂又はその誘導体、
ジエン系ゴムラテックス、ポリプロピレン及びポリエチレン誘導体、ポリビニルアルコー
ル、ポリ酢酸ビニル、ポリアセタール、ＥＶＡの単体又はその混合物であることが好まし
く、これに熱硬化性樹脂及び架橋剤としてメラミン系、マレイン酸誘導体、グリジルエー
テル系等を添加することも可能である。
【００１０】
一方、バインダーに添加されるリン系難燃剤としてはフォスフォン酸エステル、燐酸グワ
ニール尿素、リン酸グアニジン系、トリス（２カルバモイルエチル）ホスフィン、トリス
（２カルバモイルエチル）ホスオキサイド（商品名としてＰｙｒｏｖａｔｅｘ　ＣＰ）、
ポリリン酸アンモニウム、リン酸尿素、アルキルホスフェイトのいずれか或いはその混合
物であり、これらは完成フィルターの重量に対しリン（Ｐ）の量が１．０％以上、好まし
くは１．２％以上、更に好ましくは１．５％以上付加される。
なかでも、特にフォスフォン酸エステルとリン酸グアニジン系との組み合わせは最も実用
的であり、かつ有効である。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、上記本発明の具体的な実施形態について更に詳述する。
【００１２】
本発明フィルターは前述したようにセルロース繊維を１０～８０％、アクリル繊維を９０
－α％～２０－α％、更にハロゲンを含まない熱溶融性熱可塑性繊維を０～１５％の範囲
内でα％含み構成せしめたウェブをリン系難燃剤を添加したハロゲン無含有の熱可塑性樹
脂を主体とする樹脂で結合し、圧力圧損４０Ｐａ以下に形成したものである。
特に目付が５０～１００ｇ／ｍ 2  の範囲ではセルロース繊維の混率を高め、該混率Ｃ％を
目付数Ｗｇ／ｍ 2  に対しＣ≧１．４Ｗ－６０の式を満足する範囲とすることが効果的であ
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そして において、該目

肝要

該目付に対
応し



る。
【００１３】
一方、目付が１００ｇ／ｍ 2  以上ではセルロース繊維を８０％含むことが好適で、これに
アクリル繊維（２０－α）％、熱溶融性熱可塑性繊維α％（但しαは０～１５）混合させ
ることが、より効果的である。
ここで、上記ウェブを構成する繊維は塩素などハロゲンを含まないものであり、またバイ
ンダーである熱可塑性樹脂についてもハロゲンを含まない材料を使用することが肝要であ
る。
【００１４】
ウェブを構成するセルロース繊維は上記のハロゲンを含まないものに限られ、通常、繊維
長及びデニールの選択の容易さからレーヨンが対象として挙げられるが、原理的にはレー
ヨンに限らず、綿、ポリノジック繊維などの適用も可能である。
このセルロース繊維はウェブ構成繊維中において前述した範囲内で用いることが好ましい
。
もし上記範囲を越え多く用いれば燃焼部分が炭化又は灰化し、非常に細かい粉体物が脱落
飛散しやすい欠点が発生するので好ましくない。
【００１５】
勿論、セルロース繊維以外の素材で燃焼部分やその周辺が収縮変形したり、溶融滴下しな
い素材は、例えば全芳香族ポリアマイド、同じく全芳香族ポリエステルあるいはＰＰＳ（
Ｐ－フェニレンサルファイド）、ＰＢＯ（パラベンゾキシビスオキサドール）等があるが
、これは何れも高価で利用性の高い汎用フィルター素材には適合し難い。
【００１６】
その点、本発明においてセルロース繊維に混用されるアクリル繊維は加熱炭化部が粉体化
し難く、また溶融したり流出したりすることもないので好適であり、前記セルロース繊維
とアクリル繊維とを混合することによってセルロース繊維にみられた粉体物の脱落、飛散
を改善することができる。
しかし、アクリル繊維も余り多用すると難燃性が劣ることになるので、セルロース繊維の
共存が必須条件であり、セルロース繊維に吸着またはこの介在によってウェブ層に吸着さ
れた難燃剤の効果により難燃性が発揮できる。
しかし、セルロース繊維とアクリル繊維の総量を１００％に限る必要はなく、必要に応じ
所要一部に他の繊維を混入してもよい。
【００１７】
本発明はこの必要に応じ混入する繊維として熱溶融性熱可塑性繊維を使用し、最大、ウェ
ブ構成繊維中に１５％以下でα％混合使用するようにしている。
勿論、混入することは必須ではなく、混入しなくてもよいが、混入する溶融性熱可塑性繊
維には通常、ポリエステル（ＰＥＴ）繊維が用いられ、そのα％分だけアクリル繊維の使
用割合を減少させる。
【００１８】
ＰＥＴ繊維は周知のように燃焼によって溶融流動したり、ウェブの中の比率が高過ぎる場
合には、いわゆるローソク現象を起こして他の難燃化成分の効能に抗して燃焼を助長する
恐れがあるが、上記の如く適度な限度内使用においてはウェブの風合いや厚みのコントロ
ールに寄与し、充分に活用可能である。
【００１９】
以上のような各状況より、本発明は結局、ウェブ構成繊維の配合比率としてＰＥＴ繊維を
α％（但しαは０～１５）用いるとしてセルロース繊維を１０～８０％、アクリル繊維を
（９０－α）％～（２０－α）％配合し、これにもとづいてウェブを構成せしめる。
但し、ウェブの目付によって上記範囲は影響され、特に目付が５０ｇ／ｍ 2  ～１００ｇ／
ｍ 2  の場合には、ウェブに必要とされるセルロース繊維の混合比率Ｃ％はウェブの目付Ｗ
ｇ／ｍ 2  に対しＣ≧１．４Ｗ－６０で表わされる比率を最小限とする。
また、目付が１００ｇ／ｍ 2  以上の場合、通常６００ｇ／ｍ 2  位までであるが、この場合
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にはセルロース繊維を８０％含有させ、これにアクリル繊維（２０－α）％、熱溶融性熱
可塑性繊維α％（但しαは０～１５）を混用させることが好適である。
なお、各繊維としては太さが２～２０デニール、好ましくは５～２０デニールで、繊維長
が５０～７５ｍｍ位であることが好ましい。
【００２０】
かくして構成される繊維ウェブに対し、本発明ではリン系難燃剤を添加した熱可塑性樹脂
主体の樹脂からなるバインダーにより繊維相互を結合するが、リン系難燃剤は工業的に加
工の容易な水溶性の加工剤が好ましく、ウェブに付与する場合には乾燥過程で大部分がセ
ルロース繊維に移行、吸収され、一部が合成繊維に付着して効果を表すものと推定される
。
換言すれば、本発明は親水性の大きいセルロース繊維にリン酸系難燃加工剤を配した組み
合わせを基本として、これに疎水性で、燃焼により粉化したり溶融流動し難いアクリル繊
維を配合させている。
【００２１】
なお、使用するリン系難燃剤化合物としては、特に制限されるものではないが、一般にト
リス（２カルバモイルエチル）フォスフィン、トリス（２カルバモイルエチル）フォスフ
ィンオキサイド、リン酸グアジニン、フォスフォン酸エステル、リン酸グワニール尿素、
リン酸尿素、アルキルフォスフェート等のいずれか或いはその組み合わせが有効である。
なかでもフォスフォン酸エステルとリン酸グアニジン系の組み合わせは最も好適である。
【００２２】
これらは何れも固有の構造に関連したリンの含有量をもっているが、これらのモル比から
完成したフィルターの総重量に対して、リン固形分重量が１．０％以上、好ましくは１．
２％以上、特に１．５％以上のモル比が好ましい。
また、下記の各種バインダーの持つイオン性あるいは酸アルカリ性と共存し，加工剤浴と
して安定に溶解し得るよう選択する必要がある。
【００２３】
バインダーの効果は本来、ウェブの構成繊維を結合するものもあるが、同時に難燃加工剤
の固着並びに過度の乾燥時のマイグレーションを防ぎ、且つ有効にウェブにこれを固定化
させる効果を有するものである。従って、特に限定されるものではないが、本発明では特
にハロゲンを含まない下記の単体又は誘導体或いはそれらの混合物を用いる。
【００２４】
例示すると、ポリウレタン、ポリアクリル酸エステル系、ＥＶＡ系、ジエン系ラテックス
類、ポリオレフィン系誘導体、ポリビニールアルコール、ポリアセテート等の樹脂又はそ
れらの水分散化合物が挙げられる。
更にこれらにはポリマー固着を強化し、風合い触感を与えるために各種の架橋剤、例えば
メラミン系、マレイン酸エステル系、グリシジルエーテル系あるいは各種のジメチロール
化合物とそれらの反応促進触媒を併用することができる。
しかし、勿論、これらの触媒中、塩酸系のものを除外することは論をまたない。
【００２５】
バインダー量はフィルター全重量に対して１５～４０％、好ましくは２０～３５％を用い
、エマルジョン溶液などとしてスプレー、コーティング、含浸などによって繊維ウェブに
付与され、乾燥及び熱処理によって繊維に結合される。
かくして得られるフィルターは非ハロゲンで難燃、耐熱性を有し、レンジフード、換気扇
フィルターとして好適な圧力圧損４０Ｐａ以下、特に３０Ｐａ以下を確保して良好な実用
性能を奏する。
【００２６】
（実施例）
以下、本発明の実施例を掲げ、比較例と対比する。
【００２７】
実施例１
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レーヨン繊維２５％、アクリル繊維６５％、ポリエステル繊維１０％からなる目付３０ｇ
／ｍ 2  の繊維ウェブに、リン系難燃剤としてフォスホン酸エステル及びリン酸グアジニン
系難燃剤を混合してフィルター材全重量に対してリン量２％になるように調整混合したア
クリルエマルジョンを１０ｇ／ｍ 2  となるようにスプレーし乾燥して、目付４０ｇ／ｍ 2  

、圧力圧損１２Ｐａのフィルター材を得た。
【００２８】
実施例２
レーヨン繊維３５％、アクリル繊維５７％、ポリエステル繊維８％からなる目付３０ｇ／
ｍ 2  の繊維ウェブに、リン系難燃剤として実施例１に等しい量を混合したメチルメタクリ
エートブタジェンエマルジョンを含浸ローラ絞りにより付与し、乾燥して、固形分１０ｇ
／ｍ 2  付与し、総目付４０ｇ／ｍ 2  、圧力圧損１４Ｐａのフィルター材を得た。
【００２９】
実施例３
レーヨン繊維２５％、アクリル繊維７５％からなる目付３０ｇ／ｍ 2  繊維ウェブに、リン
系難燃剤はフィルター重量に対してリン量２．５％となるように構成混合したポリビニル
アルコール溶液をスプレーし、乾燥して、目付３５ｇ／ｍ 2  とし総目付７５ｇ／ｍ 2  、圧
力圧損１２Ｐａのフィルター材を得た。
【００３０】
実施例４
レーヨン繊維６０％、アクリル繊維３２％、ポリエステル繊維８％からなる目付８０ｇ／
ｍ２ の繊維ウェブに、フォスフォン酸エステル及びリン酸グアジニン系難燃剤を混合して
フィルター材全重量に対してリン２％になるよう調整混合し、固形分４５ｇ／ｍ２ 付与し
、総目付１２５ｇ／ｍ２ 、圧力圧損 Ｐａのフィルターを得た。
【００３１】
実施例５
レーヨン繊維８０％、アクリル繊維１０％、ポリエステル繊維１０％からなる目付３００
ｇ／ｍ２ の繊維ウェブにフォスフォン酸エステル及びリン酸グアジニン系難燃剤をフィル
ター重量に対してリン両２％となるように調整混合し、固形分１８０ｇ／ｍ２ 付与し、総
目付４８０ｇ／ｍ２ 、圧力圧損 Ｐａのフィルターを得た。
【００３２】
比較例１
難燃アクリル繊維７０％とポリエステル繊維３０％からなる目付３０ｇ／ｍ 2  の繊維ウェ
ブにリン系難燃剤を樹脂固形分比率６％混合したエチレン塩ビアクリルエマルジョンをス
プレーし、乾燥して、目付４０ｇ／ｍ 2  、圧力圧損１０Ｐａのフィルター材を得た。
【００３３】
比較例２
ポリクラール繊維７０％とポリエステル繊維３０％からなる目付３０ｇ／ｍ 2  の繊維ウェ
ブにリン系難燃剤を樹脂固形分比率６％混合したエチレン塩ビアクリルエマルジョンをス
プレーし、乾燥して、目付４０ｇ／ｍ 2  、圧力圧損１２Ｐａのフィルター材を得た。
【００３４】
比較例３
難燃セルロース繊維７０％とポリエステル繊維３０％からなる目付６０ｇ／ｍ 2  の繊維ウ
ェブにリン系難燃剤を樹脂固形分比率６％混合したエチレン塩ビアクリルエマルジョンを
スプレーし、乾燥して、目付７０ｇ／ｍ 2  、圧力圧損１４Ｐａのフィルター材を得た。
【００３５】
そして、次に上記各実施例及び比較例で得た各フィルター材について下記の如く耐炎試験
を行った。
【００３６】
（耐炎試験）
ミクロバーナーを使用して、長さ３ｃｍの炎を出し炎の先端から３０ｃｍ距離にフィルタ
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ーを１０秒間設置してフィルターの状態を比較した。
その結果を表１に示す。
以下余白
【００３７】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３８】
上記表１の結果より本発明によるフィルターは各性能において好結果を示し、特に、塩化
水素ガス発生は全くなく、環境汚染原因の排除に著しい効果が認められた。
【００３９】
【発明の効果】
以上のように本発明フィルターはセルロース系繊維とアクリル繊維を主体として混合して
形成したウェブをリン系難燃剤を添加した非ハロゲンバインダーにより固定したものであ
り、目付に対応してセルロース繊維とアクリル繊維を所定の混合比率で混合してなるため
、炎に短時間近づけても穴が開きにくいと共に、溶融滴下せず、フィルター形状も崩れに
くく、又、繊維と繊維の結合にリン系難燃剤を含む非ハロゲンバインダーが用いられてい
るため燃焼時に発生する煙からは環境に悪影響を及ぼすことがない顕著な効果を有する。
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更にコストのかからない材料によって実用面にも優れた効果を有している。
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